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定
例
会
は
、２
月
25
日
か
ら
３
月
16
日

ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

な
ど
48
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◆
25
日
=
本
会
議　
会
期
の
決
定
︒

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
42
件
を
上
程
︑

　
　
　
　
う
ち
28
議
案
を
即
決
︒

◆
２
日
=
総
務
常
任
委
員
会
︑

　
　
　
　

教
務
厚
生
常
任
委
員
会
︒

◆
５・８
日
=
本
会
議　
一
般
質
問
︒

◆
10・11
日
=
予
算
特
別
委
員
会
︒

◆
16
日
=
本
会
議　
委
員
会
付
託
議
案

　
　
　
　
13
件
を
可
決
︒

　
　
　
　
市
長
提
出
議
案
１
件
を
上
程
︑

　
　
　
　
即
決
︒

　
　
　
　

追
加
議
案
５
件
を
即
決
︒

　
　
　
　
議
員
提
出
議
案
1
件
を
即
決
︒

議会を傍聴される皆さまへ
～新型コロナウイルス感染症対策～

● マスクの着用をお願いします
● 受付時において非接触型体温計での体温測定と手指消毒をお願いします
● ３つの密を防ぐため、人数制限をさせていただきます

藤岡市観光フォトコンテスト入賞作品
作品名「大公望の楽園」立石宗男氏（藤岡市在住）



藤岡市議会だより（3.5.15）２

　会議の日程などに関する情報を配信しています。ぜひご活用いただき、議会の傍聴にお越しください。
●登録を始める前に
　　　ご使用になる携帯電話で迷惑メール対策をされている場合は、次の２点についてご確認／設定をお願いいたします。
　　　・「city.fujioka.gunma.jp」ドメインからのメール受信を許可する設定にしてください。
　　　・URL付きメールの受信を許可する設定にしてください。
●登録はこちら
　　　・パソコンで登録　→　https://service.sugumail.com/fujioka/member/ から
　　　・スマホなどで登録→　右ＱＲコードから　

番　号 件　　　　　　　　名 結　果

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度藤岡市一般会計補正予算（第９号））
専決処分の承認を求めることについて（令和２年度藤岡市一般会計補正予算（第１０号））
教育委員会委員の任命について
三波川財産区管理会委員の選任について
藤岡市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
藤岡市部設置条例の一部改正について
藤岡市由井克巳子ども未来創生基金条例の制定について（※詳細はP９の報告をご覧ください。）
藤岡市地区コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例の廃止について（※詳細はP９の報
告をご覧ください。）
藤岡市福祉医療費支給に関する条例の一部改正について
藤岡市介護保険条例の一部改正について
藤岡市小口資金融資促進条例の一部改正について
藤岡市道路占用料徴収条例の一部改正について
藤岡市市営住宅設置条例の一部改正について
藤岡市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正について
藤岡市建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律関係手数料条例の一部改正について
藤岡市特定地域生活排水処理事業の整備に関する条例の一部改正について
群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について
財産の譲与について
財産の処分について
市道路線の廃止について
市道路線の認定について
令和２年度藤岡市一般会計補正予算（第１１号）
令和２年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
令和２年度藤岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和２年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）
令和２年度藤岡市介護老人保健施設特別会計補正予算（第３号）
令和２年度藤岡市学校給食センター事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第１号）
令和２年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）
令和２年度藤岡市下水道事業会計補正予算（第１号）
令和２年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計補正予算（第２号）
令和３年度藤岡市一般会計予算
令和３年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計予算
令和３年度藤岡市後期高齢者医療特別会計予算
令和３年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計予算
令和３年度藤岡市介護老人保健施設特別会計予算
令和３年度藤岡市学校給食センター事業特別会計予算
令和３年度藤岡市特定地域生活排水処理事業特別会計予算
令和３年度藤岡市三波川財産区特別会計予算
令和３年度藤岡市水道事業会計予算
令和３年度藤岡市下水道事業会計予算
令和３年度藤岡市国民健康保険鬼石病院事業会計予算
藤岡市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
改正について
藤岡市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介
護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部
改正について
藤岡市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について
藤岡市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て
新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について

藤岡市議会委員会条例の一部改正について

日本政府に核兵器禁止条約への署名・批准を求める意見書の提出を求める請願
安全・安心の医療・介護体制を確立し国民のいのちと健康を守るための請願

報告１号
報告２号
第 １ 号
第 ２ 号
第 ３ 号
第 ４ 号
第 ５ 号
第 ６ 号

第 ７ 号
第 ８ 号
第 ９ 号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号
第３３号
第３４号
第３５号
第３６号
第３７号
第３８号
第３９号
第４０号
第４１号

第４２号

第４３号

第４４号

第４５号

第 １ 号

第 １ 号
第 ２ 号

承認（全員）
承認（全員）
同意（全員）
同意（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（多数）
可決（多数）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（多数）
可決（多数）
可決（全員）
可決（多数）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）

不 採 択
不 採 択

議案等審議結果〈3月定例会〉

市長提出議案

議員提出議案

請　　願 （※詳細はP10の報告をご覧ください）

ふじおか
ほっとメールか

ら

ふじおか
ほっとメールか

ら

議会の情報を
発信します！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

野
口
　
靖

　
　

市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

４
月
12
日
以
降
か
ら
65
歳

以
上
の
高
齢
者
へ
の
接
種
を
開

始
し
、
そ
の
後
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
者
、
高
齢
者
施
設
等
の

従
事
者
、
60
か
ら
64
歳
の
者
、

最
後
に
そ
れ
以
外
の
16
歳
以
上

の
者
と
い
う
順
序
で
接
種
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　
　

接
種
会
場
に
お
い
て
、
緊

急
時
の
応
急
体
制
は
ど
の
よ
う

に
準
備
が
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　
　

集
団
接
種
会
場
で
は
救
護

ス
ペ
ー
ス
に
必
要
な
薬
剤
や
物

品
な
ど
を
配
備
し
ま
す
。
指
定

さ
れ
た
救
急
担
当
医
師
が
診
察

し
ま
す
が
、
重
症
な
場
合
は
対

応
可
能
な
医
療
機
関
へ
救
急
搬

送
し
ま
す
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ

い
て
は
、
有
効
で
す
が
、
長
期

毒
性
に
対
し
て
の
心
配
が
あ
る

の
で
十
分
配
慮
し
て
、
民
主
的

に
接
種
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
す
。
今
後
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
取
組
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

区
長
会
や
民
生
委
員
へ
周

知
の
協
力
を
お
願
い
し
、ワ
ク
チ

ン
接
種
に
関
し
て
理
解
し
た
上

で
判
断
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
に

　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
取
組
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
景
勝

地
、
観
光
地
周
辺
な
ど
人
の
出

入
り
が
多
く
、
事
業
実
施
が
確

認
し
や
す
い
２
か
所
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
三
波
川
地
区

内
の
桜
山
公
園
周
辺
、
令
和
２

年
度
は
上
日
野
地
内
の
土
と
火

の
里
公
園
周
辺
の
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
　

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
森
林
環
境
部
の
役
割
と

目
的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

国
が
環
境
と
森
林
に
力
を

入
れ
よ
う
と
い
う
限
り
に
お
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
施
策

が
数
々
生
み
出
て
く
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
同
時
に
、

国
の
示
す
施
策
を
本
市
に
当
て

は
め
て
実
行
し
て
い
く
準
備
に

入
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

森
林
環
境
部
の
設
置
に
至
り
ま

し
た
。

感
染
症
流
行
へ
の

　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

窪
田
　
行
隆

　
　

市
役
所
の
窓
口
業
務
も
感

染
症
の
流
行
に
対
応
し
、
新
し

い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
方
法

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
後
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
始
ま
っ
て
も
、

相
談
業
務
は
対
面
で
の
対
応
が

必
要
で
す
。
テ
レ
ビ
電
話
の
機

能
を
活
用
す
れ
ば
、
リ
モ
ー
ト

で
接
触
せ
ず
、
ま
た
距
離
が
あ

っ
て
も
相
談
が
で
き
ま
す
。
鬼

石
総
合
支
所
に
設
置
す
れ
ば
市

民
が
本
庁
ま
で
行
か
ず
に
相
談

で
き
、
鬼
石
総
合
支
所
の
機
能

強
化
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

市
民
の
利
便
性
向
上
に
資

す
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
導
入

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

市
立
図
書
館
で
は
返
却
さ

れ
た
本
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
ふ
き

取
り
、
除
菌
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
カ
バ
ー
の
部
分
し
か
清
掃

で
き
ま
せ
ん
。
感
染
症
か
ら
市

民
を
守
る
た
め
に
も
、
紫
外
線

で
殺
菌
消
毒
し
、
送
風
で
本
に

挟
ま
っ
た
ご
み
な
ど
を
除
去
す

る
図
書
消
毒
機
を
導
入
す
る
べ

き
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　

図
書
消
毒
機
は
県
内
で
は

11
館
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
図
書
館
協
会
の
見
解
で
は

紫
外
線
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
効
果
は
、
ま
だ
立
証
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
実
証
結

果
が
出
た
場
合
は
、
見
解
の
改

訂
も
有
り
得
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
日
本
図
書
館
協
会
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

障
が
い
理
解
に
関
わ
る

　
　
職
員
研
修
に
つ
い
て

　
　

障
害
者
差
別
解
消
法
に
対

応
す
る
た
め
、
全
て
の
職
員
が

障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
群
馬
県
は
障

が
い
を
理
由
と
し
た
差
別
の
解

消
を
推
進
す
る
た
め
の
職
員
研

修
と
し
て
、「
障
害
平
等
研
修
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

Ｄ
Ｅ
Ｔ
研
修
と
も
呼
ば
れ
、
障

が
い
者
が
講
師
と
な
っ
て
進
め

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修

で
す
。
本
市
で
も
職
員
研
修
と

し
て
実
施
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　

職
員
の
障
が
い
に
対
す
る

理
解
と
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
に
関
す
る
認
識
を

深
め
る
た
め
に
有
効
と
考
え
ま

す
の
で
、
実
施
に
向
け
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

３月定例会　一般質問



４

八
ッ
場
ダ
ム
の

　
　
　
水
利
権
に
つ
い
て

吉
田
　
達
哉

　
　

八
ッ
場
ダ
ム
の
水
利
権
取

得
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　

本
市
で
は
昭
和
30
年
代
に

水
道
事
業
が
始
ま
り
、
当
時
は

地
下
水
で
水
道
水
を
賄
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
も
地
下
水
で

対
応
す
る
計
画
の
た
め
、
昭
和

43
年
に
完
成
の
下
久
保
ダ
ム
に

参
画
す
る
こ
と
な
く
、
安
定
水

利
権
を
獲
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
50
年
代
に
な
り
、
人
口
の

急
増
等
で
水
需
要
が
飛
躍
的
に

増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
河
川
か

ら
取
水
す
る
こ
と
を
求
め
、
昭

和
60
年
に
八
ッ
場
ダ
ム
参
画
を

選
択
し
ま
し
た
。

　
　

八
ッ
場
ダ
ム
の
安
定
水
利

権
を
獲
得
す
る
た
め
に
多
額
の

費
用
負
担
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
や
群
馬
県
と
認
識
の
ず
れ
が

あ
り
、
ダ
ム
完
成
後
に
速
や
か

に
安
定
水
利
権
の
取
得
が
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の

経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

八
ッ
場
ダ
ム
が
完
成
し
て

も
本
市
は
川
筋
違
い
の
取
水
と

な
り
ま
す
。
当
時
は
国
と
群
馬

県
で
水
源
振
替
に
つ
い
て
協
議

し
、
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
方

向
で
努
力
す
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
国
と
群
馬
県
の
間
で

は
実
務
上
、
何
も
進
ん
で
い
な

い
状
態
で
し
た
。
平
成
30
年
に

新
井
雅
博
市
長
が
就
任
し
、
早

急
に
実
務
を
進
め
る
よ
う
指
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
は
、
国
、
群
馬
県
、
そ

し
て
水
源
振
替
先
の
東
京
都
と

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、

過
去
の
文
書
か
ら
経
緯
を
洗
い

出
し
、
昭
和
60
年
の
協
議
文
を

頼
り
に
関
係
機
関
と
粘
り
強
く

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
去
る
２
月
４
日
、
正
式

に
国
に
対
し
て
安
定
水
利
権
取

得
の
申
請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

暫
定
水
利
権
と
安
定
水
利

権
の
違
い
を
伺
い
ま
す
。

　
　
暫
定
水
利
権
は
河
川
の

水
量
に
余
裕
が
な
く
な
る
と
最

初
に
取
水
が
制
限
さ
れ
、
許
可

期
限
が
到
来
す
る
と
失
効
す
る

可
能
性
が
あ
る
不
安
定
な
権
利

で
す
。
安
定
水
利
権
は
余
っ
た

水
量
で
は
な
く
、
確
保
さ
れ
た

水
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
取

水
で
き
る
権
利
で
す
。

　
　

水
源
振
替
後
の
八
ッ
場
ダ

ム
と
の
関
係
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　

水
源
振
替
を
行
っ
て
も
参

画
し
た
ダ
ム
に
設
定
さ
れ
る
使

用
権
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、
八

ッ
場
ダ
ム
に
維
持
管
理
費
を
負

担
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

中
澤
　
秀
平

　
　

本
市
の
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
12
月
の
本
市
の

生
活
保
護
世
帯
数
は
２
８
６
世

帯
、
保
護
者
数
は
３
３
２
人
、

保
護
率
の
比
較
に
つ
い
て
は
県

内
12
市
の
保
護
率
０
．
８
２
％

に
対
し
、
本
市
は
０
．
５
４
％

で
あ
り
、
県
内
で
３
番
目
に
低

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

申
請
後
に
調
査
を
す
る
扶

養
照
会
は
、
申
請
を
思
い
と
ど

ま
ら
せ
る
大
き
な
要
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
扶
養
照
会
の
結

果
、
実
際
に
援
助
を
受
け
ら
れ

た
割
合
を
伺
い
ま
す
。

　
　

令
和
２
年
度
中
に
１
６
６

名
に
扶
養
調
査
を
行
い
ま
し
た

が
、
回
答
が
あ
っ
た
方
は
84
名
、

50
．
６
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

金
銭
的
援
助
、
仕
送
り
を
す
る

意
思
を
示
し
た
方
は
１
名
で
し

た
。

　
　

自
動
車
の
保
有
や
使
用
に

つ
い
て
の
制
限
も
申
請
を
た
め

ら
う
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。
自
動
車
が
な
け
れ
ば
、

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難

な
本
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
で

は
切
実
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す

が
、
相
談
の
際
、
自
動
車
の
保

有
等
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　
　

生
活
保
護
制
度
に
お
い
て
、

自
動
車
の
保
有
及
び
使
用
は
原

則
的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

例
外
と
し
て
要
件
に
該
当
す
れ

ば
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
相
談
内
容
か
ら
、
原
則

禁
止
と
説
明
す
る
こ
と
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　

扶
養
照
会
や
自
動
車
の
保

有
等
に
つ
い
て
、
「
生
活
保
護

の
し
お
り
」
に
は
申
請
を
た
め

ら
わ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
表
現

が
あ
り
、
改
善
す
る
べ
き
点
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
な

改
善
策
な
ど
は
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　

生
活
保
護
制
度
は
、
法
定

受
託
事
務
の
た
め
、
市
独
自
で

改
善
で
き
る
部
分
、
で
き
な
い

部
分
が
あ
る
の
で
、
国
の
方
針

等
も
よ
く
見
極
め
て
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
の

書
き
方
等
に
つ
い
て
は
、
検
討

の
余
地
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

先
進
他
の
自
治
体
の
表
記
等
も

参
考
に
し
て
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

内
田
　
裕
美
子

　
　

売
上
の
低
迷
が
続
く
事
業

者
の
方
は
、
国
の
持
続
化
給
付

金
を
は
じ
め
と
す
る
、
受
け
ら

れ
る
国
の
支
援
や
、
市
独
自
の

支
援
金
な
ど
全
て
受
け
尽
く
し

て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
今
後

も
市
と
し
て
の
支
援
が
急
務
で

す
。
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
策
を
行
う
事
業
者
に

対
し
、
備
品
の
購
入
に
係
る
経

費
の
一
部
補
助
や
、
経
済
の
活

性
化
を
目
的
と
し
た
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
30
％
付
の
商
品
券
を
再

度
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
　

保
育
従
事
者
の
業
務
は
多

岐
に
わ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な

り
さ
ら
に
負
担
が
増
え
て
い
ま

す
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育

施
設
で
紙
お
む
つ
と
お
し
り
拭

き
が
使
い
放
題
に
な
る
手
ぶ
ら

登
園
や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
導
入
、

保
育
日
誌
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
を
導

入
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　

保
育
日
誌
に
つ
い
て
は
、

保
育
所
等
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
手
ぶ
ら
登
園
、
簡
易
ベ

ッ
ド
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
　

自
宅
待
機
者
の
容
態
急
変

に
備
え
て
、
血
液
中
の
酸
素
の

状
態
を
常
に
把
握
で
き
る
パ
ル

ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
配
布
す

べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

　
　

県
保
健
福
祉
事
務
所
に
お

い
て
、
貸
与
を
行
う
た
め
の
体

制
整
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　
　

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を

数
年
間
未
受
診
の
方
を
対
象
に
、

郵
送
型
血
液
検
査
キ
ッ
ト
を
活

用
し
、
病
気
の
早
期
発
見
に
役

立
て
る
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　

健
診
未
受
診
者
対
策
と
し

て
は
、
効
果
的
な
受
診
勧
奨
を

継
続
的
に
行
う
と
と
も
に
、
現

状
の
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診

の
体
制
を
検
討
し
、
受
診
率
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
子
ど
も
た
ち
の
情
報

　
　
モ
ラ
ル
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
小
西
　
貴
子

　
　

本
市
小
・
中
学
生
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
利
用
の
実
態
と
し
て
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
所
持
率
、
使
用
率
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　

所
持
率
は
小
学
生
32
％
、

中
学
生
62
％
、
全
く
使
用
し
な

い
割
合
は
小
学
生
41
％
、
中
学

生
18
％
と
な
っ
て
お
り
、
既
に

生
活
の
一
部
に
な
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
よ

る
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
・
能
力
等
の
向
上
見
込
み

は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
文
部
科

学
省
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
効

果
的
な
使
い
方
は
示
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

授
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
践
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
基
盤
と

し
た
学
習
活
動
を
結
び
つ
け
る

こ
と
で
、
更
な
る
改
善
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
か
ら
は
、
効
果
的
な
活
用

に
関
す
る
参
考
資
料
が
示
さ
れ

て
お
り
、
授
業
改
善
の
た
め
の

研
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
長
時

間
使
用
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の

脳
の
発
達
が
止
ま
る
と
い
う
研

究
結
果
の
ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

に
よ
る
弊
害
が
騒
が
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
が
子
ど

も
た
ち
に
危
惧
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　
　

脳
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
成
長

期
の
児
童
生
徒
に
は
、
健
康
被

害
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、

十
分
配
慮
し
な
が
ら
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
未
来
を
担
う
大
切
な
子

ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
中

で
健
全
に
成
長
し
て
い
く
た
め

に
欠
か
せ
な
い
情
報
モ
ラ
ル
教

育
に
つ
い
て
、
教
育
の
ま
ち
藤

岡
と
し
て
、
今
後
特
に
力
を
入

れ
、
乳
児
訪
問
の
時
か
ら
も
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
望
み
ま

す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　

今
後
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の

重
要
性
は
増
し
て
く
る
と
考
え
、

未
就
学
児
の
情
報
モ
ラ
ル
教
育

も
研
究
、
啓
発
を
進
め
、
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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６

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

関
口
　
茂
樹

　
　

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

「
藤
岡
市
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
４
項
目
、
①
住
環

境
整
備
に
よ
る
住
み
よ
さ
が
持

続
す
る
ま
ち
づ
く
り
、
②
高
速

交
通
・
拠
点
性
を
活
か
し
た
産

業
発
展
の
ま
ち
づ
く
り
、
③
豊

か
な
自
然
資
源
を
活
か
し
た
環

境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
、
④
地

域
を
支
え
る
人
と
絆
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
、
こ
れ
ら
を
柱
と
し

た
諸
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組

む
予
算
と
な
る
よ
う
進
め
ま
し

た
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

私
た
ち
の
生
き
て
い
る
世
界
を

大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
今
、
ま

ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
変
容
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
令
和
３
年
度

当
初
予
算
は
、
市
政
の
隅
々
ま

で
配
慮
さ
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
従
来
の
常
識
や
状
態
に

戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
時
代
に
向
け
て
の
新

た
な
第
一
歩
と
考
え
る
と
、
従

来
の
政
策
と
あ
ま
り
変
わ
り
な

く
、
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　
　

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
昨
年
２
月

に
作
成
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

社
会
経
済
及
び
生
活
の
変
更
に

対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
に
改

訂
し
ま
し
た
。
地
域
の
支
え
合

い
と
、
市
民
の
絆
の
さ
ら
な
る

強
化
や
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
取
組
を
追
加
し
て
い

ま
す
。

　
　

自
治
体
は
自
身
の
力
で
財

政
の
正
常
化
に
務
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
高
止
ま
り
し
て

い
る
経
常
収
支
比
率
が
本
市
財

政
の
硬
直
化
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
思
い
切
っ
た
行
財
政
改
革

な
く
し
て
は
経
常
収
支
比
率
の

正
常
化
は
困
難
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た

私
た
ち
の
生
活
や
社
会
の
大
き

な
変
化
は
、
本
市
の
行
財
政
改

革
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
そ
の
一
つ
が
「
議

員
の
日
当
制
」
の
導
入
で
、
約

７
０
０
０
万
円
の
経
費
削
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

市
長
に
と
っ
て
、
１
期
目
の

仕
上
げ
の
年
度
を
迎
え
ま
す
が
、

行
財
政
改
革
の
成
果
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　

藤
岡
市
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ

ョ
ン
で
示
し
た
施
策
、
事
業
を

着
実
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
10

年
・
20
年
先
の
ま
ち
づ
く
り
が

確
実
に
進
行
し
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

入
札
に
つ
い
て

茂
木
　
光
雄

　
　

工
事
予
定
価
格
の
事
前
公

表
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　

予
定
価
格
の
公
表
時
期
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
２
月
15

日
に
開
催
し
た
入
札
契
約
制
度

改
善
検
討
委
員
会
に
お
い
て
協

議
し
た
結
果
、
民
間
の
積
算
シ

ス
テ
ム
が
普
及
し
、
受
注
者
側

の
積
算
能
力
が
向
上
し
て
い
る

こ
と
、
透
明
性
の
確
保
や
不
調

に
よ
る
再
設
計
・
再
入
札
等
の

事
務
負
担
の
軽
減
が
図
れ
る
こ

と
、
落
札
率
の
低
下
が
期
待
で

き
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
建
設

工
事
に
係
る
予
定
価
格
を
事
前

公
表
と
し
ま
す
。

公
共
施
設
の

　
　
　
跡
地
利
用
に
つ
い
て

　
　

現
状
と
今
後
見
込
ま
れ
る

施
設
の
跡
地
対
策
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
、
集
約
化
や
複
合
化
を

行
っ
て
廃
止
し
た
施
設
に
つ
い

て
、
建
物
及
び
土
地
の
売
却
、

ま
た
は
建
物
を
解
体
し
た
上
で

土
地
を
売
却
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

昭
和
62
年
に
建
築
さ
れ
34
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
旧
公
立
藤
岡

総
合
病
院
跡
地
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
複
合
施
設
が
完
成
し

た
後
に
解
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る

中
央
公
園
や
藤
岡
公
民
館
な
ど

の
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
方

針
で
す
。

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
高
齢

者
自
立
セ
ン
タ
ー
藤
岡
に
つ
い

て
は
、
栗
須
の
郷
の
大
規
模
改

修
後
に
移
転
す
る
予
定
で
す
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
が
市

街
化
区
域
に
含
ま
れ
て
お
り
、

民
間
活
用
が
図
り
や
す
い
場
所

で
あ
る
た
め
、
売
却
し
て
い
く

こ
と
も
視
野
に
入
れ
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
営
萩
の
宮
団
地
に
つ
い
て

は
、
建
設
か
ら
耐
用
年
数
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
、
入

居
者
が
い
な
い
棟
を
順
次
除
却

し
て
い
ま
す
。
除
却
後
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
市

営
住
宅
ご
と
で
は
な
く
、
市
営

住
宅
の
全
体
像
を
捉
え
て
方
針

を
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
藤
岡
市
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
来
年

度
の
計
画
改
定
の
中
で
、
将
来

的
な
市
営
住
宅
の
需
要
等
を
考

慮
し
、
建
て
替
え
及
び
用
途
廃

止
等
に
関
す
る
方
針
や
、
跡
地

利
用
等
に
関
す
る
今
後
の
方
針

を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

藤岡市議会だより（3.5.15）

３月定例会　一般質問
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本
市
の
財
政
と

　
　
将
来
展
望
に
つ
い
て

湯
井
　
廣
志

　
　

19
年
前
、
本
市
は
財
政
非

常
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し
た
。

　

県
内
の
半
数
の
自
治
体
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
税
収
減
で
、
予
算

規
模
を
縮
小
し
て
い
る
な
か
、

本
市
の
令
和
３
年
度
当
初
予
算

は
、
税
収
が
８
・
６
％
減
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
予
算
を
増
額
し

て
い
ま
す
。
本
市
の
合
併
特
例

債
は
先
が
な
く
、
過
疎
対
策
事

業
債
の
財
政
支
援
も
３
月
で
終

了
す
る
た
め
、
自
主
財
源
が
30

％
ほ
ど
の
本
市
で
は
ま
す
ま
す

財
政
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
93
億
円
あ
っ
た

税
収
が
、
令
和
３
年
度
に
は
80

億
円
ま
で
減
収
し
、
預
金
で
あ

る
財
政
調
整
基
金
も
、
10
年
前

の
32
億
円
が
、
現
在
は
６
億
円

と
な
り
、
市
債
残
高
に
つ
い
て

は
約
２
４
０
億
円
と
な
り
ま
す
。

現
在
の
国
の
債
務
１
０
１
０
兆

円
と
、
県
の
債
務
１
兆
３
０
０

０
億
円
、
そ
し
て
本
市
の
債
務

を
足
せ
ば
、
市
民
１
人
当
り
９

０
０
万
円
を
超
え
る
債
務
を
背

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

額
を
子
ど
も
や
孫
た
ち
が
返
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
い
ま

す
。

　
　
償
還
す
る
財
源
は
確
保
で

き
て
い
る
の
で
、
財
政
運
営
に

は
支
障
が
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

45
億
円
を
投
入
し
、
旧
公

立
藤
岡
総
合
病
院
跡
地
に
図
書

館
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
民
ホ

ー
ル
の
機
能
を
集
約
し
た
複
合

施
設
の
建
設
が
始
ま
り
ま
す
。

税
収
、
財
政
調
整
基
金
の
数
値

が
示
す
よ
う
に
、
本
市
の
財
政

基
盤
で
は
危
う
い
と
思
い
ま
す
。

　

民
間
の
力
を
借
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

方
式
で
行
え
ば
、
行
政
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
で
は
で
き

な
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
買
い

物
を
し
な
が
ら
施
設
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
公
共
施
設
建
設

は
民
間
の
力
を
借
り
、
造
っ
て

行
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
民
間
に
よ
る
事
業
実
施
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
葬
儀

は
民
間
の
施
設
で
行
わ
れ
、
偕

同
苑
で
の
葬
儀
は
年
間
30
件
ほ

ど
で
す
。
火
葬
炉
と
遺
族
の
待

合
室
の
み
の
建
設
で
あ
れ
ば
、

建
設
資
金
や
土
地
買
収
費
等
の

削
減
が
で
き
る
と
思
う
が
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
議
員
の
指
摘
も
参
考
に
し
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

藤
岡
市
立
地
適
正
化
計
画
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

橋
本
　
新
一

　
　

立
地
適
正
化
計
画
の
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
居
住
誘
導

区
域
と
都
市
機
能
誘
導
区
域
の

必
要
性
と
現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
居
住
誘
導
区
域
は
、
原
則

と
し
て
市
街
化
区
域
に
定
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
交
通
利

便
性
が
高
く
、
一
定
の
人
口
集

中
が
見
込
ま
れ
、
災
害
発
生
の

恐
れ
の
少
な
い
区
域
の
居
住
を

誘
導
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人

口
密
度
の
維
持
を
図
り
ま
す
。

都
市
機
能
誘
導
区
域
は
、
居
住

誘
導
区
域
内
の
中
心
拠
点
に
設

定
し
、
医
療
・
福
祉
・
子
育
て

支
援
・
商
業
等
の
生
活
サ
ー
ビ

ス
施
設
を
誘
導
す
る
区
域
で
す
。

生
活
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
集
約
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
若
い

世
代
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
活
動

的
に
暮
ら
せ
る
都
市
を
作
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
で
活
力
あ
る
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
都
市
を
目
指

し
ま
す
。

　
施
策
の
現
状
と
し
て
は
、
居

住
誘
導
区
域
内
で
民
間
の
開
発

に
よ
る
複
数
の
住
宅
分
譲
地
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市

機
能
誘
導
区
域
内
に
あ
る
旧
公

立
藤
岡
総
合
病
院
跡
地
は
、
図

書
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
多
目

的
ホ
ー
ル
な
ど
を
兼
ね
備
え
た

複
合
施
設
の
整
備
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
群
馬
藤

岡
駅
周
辺
に
店
舗
が
立
地
す
る

な
ど
、
民
間
に
よ
る
開
発
も
進

ん
で
い
ま
す
。

新
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

　
　
現
在
地
で
の
建
て
替
え

が
最
良
と
の
こ
と
で
す
が
、
県

内
他
市
の
直
近
４
市
の
う
ち
３

市
は
、
郊
外
の
新
た
な
土
地
で

の
建
て
替
え
で
す
。
現
在
地
は

市
道
１
１
０
号
線
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
偕
同
苑
か
ら
北

側
の
県
道
下
栗
須
馬
庭
線
を
越

え
て
市
街
化
調
整
区
域
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
着
手
で

す
が
、
都
市
計
画
道
路
森
本
郷

線
や
近
く
に
北
部
環
状
線
も
計

画
さ
れ
て
い
る
土
地
で
あ
り
、

藤
岡
市
立
地
適
正
化
計
画
の
基

本
施
策
で
あ
る
居
住
誘
導
区
域

や
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
隣
接

し
て
い
る
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。

将
来
の
本
市
の
都
市
計
画
を
考

え
た
上
で
の
選
択
で
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　
現
在
の
火
葬
場
の
場
所
が

ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、
多
く
の
市

民
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
、
ま
た
、
地
元
と
も
長
年
良

好
な
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら
現

在
地
で
の
建
て
替
え
を
基
本
と

し
て
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

３月定例会　一般質問



8

令和２年度　議会基本条例推進委員会　協議事項の報告令和２年度　議会基本条例推進委員会　協議事項の報告
　議会基本条例は、地方議会の運営をどのように行うのかを定めた条例であり、市議会の最高規範となる
条例です。すべての議会活動は、この条例をもとに行うことになっています。
　議会基本条例推進委員会では、この条例で定めている基本的な理念及び事項を実現するための取り組み
や議会改革に関する事項等を検討しています。
　令和２年度は、会議を８回開催し、検討事項４項目について協議してきました。
　次のとおり、協議結果をまとめましたので報告します。         

　議会だよりについては、一般質問のページで顔写真を入れ
たり、イラストを関連した写真に変えてみるなど、ルール付けを
しながら、内容の充実や新しい項目等の改革を図る。
　次年度以降も引き続き協議していくことに決定した。

　インターネットによる議会中継の情報提供については、現在
一般質問の録画配信のみを実施しているが、一般質問のライ
ブ中継及び本会議の議案審議に対する録画配信については、
実施しないことに決定した。

　市議会ホームページについては、来年度、執行部がホームペ
ージの新システムの導入を行うため、市議会も新システムに移
行することに決定した。

　「藤岡市議会災害対応規程」を令和２年９月23日に制定、
公表した。
　なお、実際に災害が起こり藤岡市議会災害対策連絡会議
が設置されたときには、議会基本条例推進委員会において、
その運用状況についての検証をその都度行う。

　今後障害のある方が議員になられた時や、議会広報の充実
という観点から、議案に対する賛否を表明していくという協議
になった時機をみて、再協議をすることに決定した。

　ペーパーレス化に向けて、積極的に取り入れていく方向で進
め、諸課題を洗い出しながら、次年度以降も引き続き協議して
いくことに決定した。
　また、委員会のリモート開催実施についての検討を、今後の
協議内容に追加する。

議会音響設備の改修
に伴う押しボタン式の採
決方法の導入について

デジタル化推進に伴う
議会の対応について

災害時の議会対応に
ついて

議会広報の充実につい
て

検　討　事　項 協　　　議　　　結　　　果 継続または実施日

令和３年度へ
継続

令和３年度へ
継続

協議完了

協議完了

協議完了

協議完了

④

①

②

③

　藤岡市議会では、市民に開かれた議会を目指し、インタ
ーネットによる録画配信を行っています。
　藤岡市議会のホームページから、議会中継を見ることが
できます。
　現在インターネットで配信されている映像は、今号掲載
分までの一般質問の様子です。ぜひ、ご覧ください。

　この議会だよりに掲載してある一
般質問は、要約してあります。
　詳しくは、藤岡市のホームぺージや
市役所相談室、図書館で会議録（5月
下旬公開予定）をご覧ください。

http://fujioka.gijiroku.com/
藤岡市議会ホームページ

藤岡市議会だより（3.5.15）
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総
務
常
任
委
員
会

　

３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
２

件
、
請
願
１
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

議
案
第
５
号

 「
藤
岡
市
由
井
克
巳
子
ど
も
未
来
創

生
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

〔
制
定
理
由
〕

　

令
和
３
年
２
月
５
日
に
、
ヨ
シ
モ

ト
ポ
ー
ル
株
式
会
社
の
名
誉
会
長
で

あ
る
由
井
克
巳
氏
か
ら
、
未
来
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
振
興
に
繋
が

る
図
書
の
購
入
や
子
育
て
支
援
な
ど

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
で
、

現
金
１
千
万
円
の
寄
附
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
条
例
は
、
こ
の
寄
附
の
趣
旨
に

即
し
た
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、
地

方
自
治
法
第
２
４
１
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
基
金
設
置
の
目
的
、

積
立
額
、
基
金
の
管
理
方
法
及
び
運

用
収
益
の
繰
り
入
れ
や
処
分
な
ど
を

規
定
す
る
も
の
で
す
。

■
主
な
質
疑
■

　
　

寄
附
金
は
基
金
を
設
置
し
て
積
み

立
て
る
と
の
こ
と
だ
が
、
す
ぐ
図
書
等

を
購
入
す
る
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

寄
附
の
申
込
み
が
２
月
５
日
で
あ

り
、
年
度
中
に
す
べ
て
の
図
書
の
購
入

は
困
難
で
す
。
ま
た
、
１
千
万
円
分
の

図
書
を
購
入
す
る
と
数
千
冊
に
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
図
書
の
配
架
場

所
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
急
い
で
図

書
購
入
を
行
う
よ
り
も
、
計
画
中
の
図

書
館
を
含
む
複
合
施
設
の
建
設
に
合
わ

せ
て
、
こ
の
寄
附
を
活
用
し
て
い
く
こ

と
が
最
良
と
考
え
、
建
設
ま
で
の
間
は

基
金
と
し
て
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
　

こ
の
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
具
体

的
に
伺
い
ま
す
。

　
　

現
時
点
で
は
複
合
施
設
の
完
成
後

に
図
書
館
に
配
架
す
る
子
ど
も
向
け
の

図
書
や
家
具
類
、
ま
た
、
交
流
プ
レ
イ

ル
ー
ム
に
設
置
す
る
備
品
な
ど
の
購
入

費
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
今

後
、
事
業
を
進
め
る
中
で
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

.
■
審
査
結
果
■

　

賛
成
全
員
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
6
号

 「
藤
岡
市
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
ティ
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て
」

〔
廃
止
理
由
〕

　

旧
鬼
石
町
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
、
「
公
設
民
営
」
方
式

で
し
た
が
、
旧
藤
岡
市
地
域
の
公
会

堂
等
は
「
民
設
民
営
」
方
式
で
あ
る

た
め
、
１
市
２
制
度
の
不
均
衡
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
不
均
衡
を
解
消
し
「
民
設
民

営
」
方
式
に
統
一
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
旧
鬼
石
町
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
地
元
自
治
会
へ
の
譲

与
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
全
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
譲
与
が
完
了
し
、
条
例

に
示
さ
れ
た
も
の
が
な
く
な
る
た
め
、

本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
主
な
質
疑
■

　
　

譲
与
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
付
属
し
て
い
る
器
具
、
備
品

が
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
ら
も
無
償

で
譲
与
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

建
物
に
付
随
す
る
工
作
物
、
物

品
一
式
も
無
償
に
て
譲
与
を
行
い
ま

す
。

　
　

市
と
地
元
自
治
会
の
間
で
ど
の

よ
う
な
協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
の
か
、

ま
た
譲
与
に
あ
た
っ
て
の
要
望
に
、
市

が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

平
成
27
年
度
に
鬼
石
地
区
の
他
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
合
わ
せ
て

説
明
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
区
長
・
区

長
代
理
に
対
し
て
も
、
手
続
き
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
総
会
が
開
催
さ
れ
、
譲
与

を
受
け
た
際
の
登
記
に
必
要
と
な
る
地

縁
団
体
の
認
可
申
請
に
つ
い
て
、
出
席

者
全
員
の
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
自
治
会
か
ら
認
可
地
縁

団
体
の
申
請
が
本
市
に
あ
り
、
令
和
２

年
12
月
21
日
に
認
可
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
修
繕
や
、
土
地
に
つ
い
て
市
か
ら

借
用
を
続
け
て
い
き
た
い
と
の
要
望
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
対
応
で
き

て
い
ま
す
。

■
審
査
結
果
■

　

賛
成
全
員
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

3月定例会における委員会審査報告3月定例会における委員会審査報告
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請
願
第
１
号

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」

請
願
者　

新
日
本
婦
人
の
会
藤
岡
支
部

支
部
長　

真
砂　

恵
子

紹
介
議
員　
　
　
　
　
　

中
澤　

秀
平

橋
本　

新
一

〔
請
願
の
趣
旨
〕

　

令
和
３
年
１
月
22
日
に
発
効
し
た

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器
を
違

法
な
も
の
と
し
、
核
兵
器
に
関
わ
る

あ
ら
ゆ
る
活
動
を
全
面
的
に
禁
止
し

て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
「
核
の
傘
」
に
安
全

保
障
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
日
本
政
府
は
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
反
対
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
直
ち
に
条
約
に
署
名
、

批
准
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。
そ

の
た
め
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意
見

書
を
採
択
し
、
国
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
た
い
旨
の
請
願
で
す
。

■
主
な
質
疑
■

　
　

北
朝
鮮
の
核
兵
器
開
発
が
我
が

国
の
安
全
に
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
日
米
同
盟
の
も
と
で
核

兵
器
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
の
抑
止
力
を

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た

核
兵
器
国
と
非
核
兵
器
国
と
の
間
の

対
立
を
深
め
て
、
日
本
の
安
全
保
障

に
問
題
を
生
じ
る
と
考
え
ま
す
が
、

安
全
保
障
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
紹
介
議
員
に
伺
い
ま
す
。

　
　

ア
メ
リ
カ
は
こ
の
条
約
に
反
対
し
、

各
国
に
も
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
１

３
０
カ
国
が
賛
成
し
て
い
る
中
で
、
日

本
が
賛
成
し
た
こ
と
を
理
由
に
国
際
的

に
排
除
す
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
日
本
も
こ
の
条
約
に
参
加
し
て
、
ア

メ
リ
カ
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
と

思
い
ま
す
。

　
　

日
本
は
１
９
９
４
年
以
降
、
核
廃

絶
に
向
け
た
決
議
案
を
国
連
総
会
に
提

出
し
続
け
、
核
兵
器
国
を
含
む
１
５
０

カ
国
の
支
持
を
得
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
立
場
は
安
全
保
障
上
の
脅
威

に
適
切
に
対
処
し
な
が
ら
、
地
道
に
核

軍
縮
を
前
進
さ
せ
る
道
筋
を
探
る
こ
と

で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
を
紹

介
議
員
に
伺
い
ま
す
。

　
　

日
本
の
核
廃
絶
の
認
識
は
同
じ
で

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
審
査
結
果
■

　

賛
成
な
し
を
も
っ
て
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

３
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
請
願
１

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

請
願
第
２
号

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
体

制
を
確
立
し
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
た
め
の
請
願
」

請
願
者　

群
馬
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
中
央
執
行
委
員
長　

石
関　

貞
夫

紹
介
議
員　
　
　
　
　
　
　

中
澤　

秀
平

〔
請
願
の
趣
旨
〕

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
経
済
活
動
や
国
民

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
共

に
、
「
医
療
崩
壊
」
な
ど
が
取
り
ざ

た
さ
れ
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

脅
か
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
、
そ
し
て
公

衆
衛
生
施
策
の
拡
充
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
請
願
事

項
に
つ
い
て
採
択
し
、
国
に
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
旨
の
請
願
で
す
。

■
主
な
質
疑
■

　
　

請
願
事
項
に
、
今
後
も
発
生
が

予
想
さ
れ
る
新
た
な
感
染
症
拡
大
な

ど
の
事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
分
野
に
お
い
て
、

十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
と
あ

り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
お
い
て
不
足
が
あ
る
の
か
執

行
部
に
伺
い
ま
す
。

　
　

国
は
、
令
和
２
年
度
の
第
３
次
補

正
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
策
と
し
て
、
２
兆
５
４
８
４

億
円
を
可
決
し
ま
し
た
。
国
の
財
源
は

確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
の
不
足
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
社
会
保

障
費
の
抑
制
策
と
は
、
具
体
的
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
紹
介
議
員
に

伺
い
ま
す
。

　
　

本
市
は
数
年
前
に
、
保
険
税
収
入

と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
く
な
る

と
い
う
理
由
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。
保
険
税

と
併
せ
て
、
公
費
負
担
も
国
民
健
康
保

険
の
制
度
を
運
営
す
る
う
え
で
は
必
要

な
こ
と
で
す
が
、
公
費
部
分
の
国
の
負

担
割
合
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
、

社
会
保
障
費
の
抑
制
策
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

■
審
査
結
果
■

　

賛
成
少
数
を
も
っ
て
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

3月定例会における委員会審査報告3月定例会における委員会審査報告
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藤岡市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられる議会だよりを目指し、日々取り組んでおります。
今後、さらに市民の皆さんの声を紙面づくりに反映していくため、本紙をお読みになったご感想・ご意見等をお寄せください。
　　　　　　　　　　○宛　先○　藤岡市議会事務局　〒375-8601　藤岡市中栗須327番地
　　　　　　　　　　TEL 0274(40)2377  FAX 0274(22)5829　Email  gikai@city.fujioka.gunma.jp

市議会を傍聴しませんか？
　議会は、３・６・９・１２月の定例会と随時に開催する臨時会があります。
◎本会議・委員会の傍聴
　本会議及び委員会は、一般の方に公開されており、いつでも傍聴すること
ができます。事前の予約は必要ありません。
　傍聴を希望する本会議・委員会の当日に、傍聴人受付（市役所２階　議会
事務局前）で、受付簿に住所、氏名、健康チェック表等の記入と、非接触型
体温計での体温測定をしてから入場します。
　傍聴される方に議案集の貸し出しも行っています。
　日程については、市議会事務局にお問い合わせください。
　また、藤岡市ホームページの「藤岡市議会」→「議会の情報：会議のお知
らせ」にも開催予定日を掲載しています。

問い合わせ 　 市議会事務局 ☎40－2377

■6月定例会（予定）

月　　日
6月14日（月）
6月15日（火）
6月16日（水）
6月17日（木）
6月22日（火）
6月23日（水）
6月25日（金）

摘　　要
本 会 議
本 会 議
常任委員会
常任委員会
一 般 質 問
一 般 質 問
本 会 議

時　間
10：00
10：00
10：00
10：00
10：00
10：00
10：00

※議事の都合により変更となる場合があ
　ります。

　

２
月
10
日
に
第
５
回
の
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
市
長
、
副
市

長
並
び
に
関
係
部
課
長
等
の
出

席
を
求
め
、
事
前
に
提
出
さ
れ

た
書
類
等
を
参
考
に
審
査
・
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

■
主
な
質
疑
■

　
　

平
成
３
年
12
月
に
旧
鬼
石

町
が
裁
判
所
に
動
産
撤
去
等
請

求
の
訴
え
を
提
起
す
る
が
、
訴

え
の
提
起
に
係
る
議
会
の
議
決

書
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
訴
え
の
提
起

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

　
　

当
時
の
執
行
部
は
当
初
予

算
で
弁
護
士
費
用
を
計
上
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
に
関
し

て
も
議
会
は
承
認
し
た
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
訴
え
の
提
起

に
必
要
な
事
項
を
確
認
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
は
町
の
不
手
際

で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
ま

す
。

　
　

藤
岡
市
が
寒
山
拾
得
像
等

を
取
得
し
た
あ
と
、
こ
の
件
の

原
因
と
な
っ
た
者
の
と
こ
ろ
に

送
り
返
す
こ
と
は
可
能
な
の
か

伺
い
ま
す
。

　
　

平
成
30
年
７
月
に
藤
岡
市

が
取
得
時
効
の
援
用
を
主
張
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
取
り
下

げ
る
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
藤
岡
市
の
も
の
に
な
っ
た

物
を
送
り
返
す
と
い
う
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

寒
山
拾
得
像
等
を
売
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
方
が
現
れ
た
場

合
、
価
値
の
あ
る
も
の
と
し
て

扱
う
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

寒
山
拾
得
像
は
損
傷
が
激

し
く
、
市
は
財
産
と
し
て
の
価

値
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

■
主
な
意
見
■

●
藤
岡
市
は
旧
鬼
石
町
か
ら
こ

の
件
を
引
継
い
で
合
併
し
た
こ

と
か
ら
、
藤
岡
市
が
責
任
を
持

っ
て
処
分
を
す
る
と
い
う
の
が

適
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。

●
現
在
、
寒
山
拾
得
像
等
が
公

共
用
地
を
占
用
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
相
続
財
産

管
理
人
制
度
を
用
い
て
処
理
す

る
こ
と
は
、
や
む
を
得
な
い
と

考
え
る
。

●
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
当

時
の
町
長
の
失
政
だ
と
指
摘
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

●
長
が
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

行
政
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。

こ
れ
は
旧
鬼
石
町
長
が
し
っ
か

り
と
責
任
を
全
う
す
べ
き
こ
と

で
あ
り
、
責
任
を
一
番
感
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
の
審
査
内

容
を
整
理
し
な
が
ら
、
結
論
づ

け
て
い
く
こ
と
に
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

寒
山
拾
得
像
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

〔
寒
山
拾
得
像
等
に
関
す
る

　
　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会
〕

隅
田
川　

徳　

一

岩　

﨑　

和　

則

内　

田　

裕
美
子

中　

澤　

秀　

平

野　

口　
　
　

靖

冬　

木　

一　

俊

針　

谷　

賢　

一

吉　

田　

達　

哉

委
員
長

副
委
員
長

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

委　

員

特別委員会審査報告特別委員会審査報告

・・・市民の皆さんのご意見をお待ちしています・・・
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コ
ロ
ナ
禍
の
対
応
に
追
わ
れ
た

令
和
２
年
度
で
し
た
。

　

３
月
定
例
市
議
会
で
は
令
和

３
年
度
藤
岡
市
一
般
会
計
予
算

を
は
じ
め
、各
議
案
の
議
決
を
行

い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、10
人
の
議
員

に
よ
り
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
の
編
集
委
員
で
お
届
け

す
る
議
会
だ
よ
り
は
、今
回
が
最

終
と
な
り
ま
す
。次
回
か
ら
は
、

新
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
委
員
会
と

な
り
ま
す
。

　

読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
づ
く
り
に
課
題
を
も
って
取
り

組
ん
で
来
た
こ
と
を
引
き
継
ぎ
、

今
後
も
よ
り
親
し
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長
　
大
久
保
　
協
　
城

副
委
員
長
　
中
　
澤
　
秀
　
平

委
　
　
員
　
関
　
口
　
茂
　
樹

委
　
　
員
　
窪
　
田
　
行
　
隆

委
　
　
員
　
青
　
木
　
貴
　
俊

委
　
　
員
　
岩
　
﨑
　
和
　
則

委
　
　
員
　
隅
田
川
　
徳
　
一

委
　
　
員
　
吉
　
田
　
達
　
哉

藤岡市議会だより（3.5.15）

委
員
長　
吉
田　

達
哉

副
委
員
長　

内
田
裕
美
子

委
　
　
員　

中
澤　

秀
平

委
　
　
員　

大
久
保
協
城

委
　
　
員　

湯
井　

廣
志

委
　
　
員　

松
村　

晋
之

鬼
石
病
院
に
つ
い
て

鬼
石
病
院
に
つ
い
て

教
務
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
調
査

教
務
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
調
査

●
令
和
２
年
７
月
30
日（
木
）

調
査
日

調
査
日

　

藤
岡
市
国
民
健
康
保
険
鬼
石

病
院
は
、地
域
に
密
着
し
て
お
り

鬼
石
地
区
の
住
民
の
ほ
か
、神
流

町
、上
野
村
、埼
玉
県
北
部
の

方
々
の
医
療
を
担
う
、非
常
に
重

要
な
病
院
で
す
。

　

し
か
し
、地
域
の
人
口
減
少
、

高
齢
化
、診
療
報
酬
の
改
定
、さ

ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で
、

今
後
の
病
院
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

公
的
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
や
、医
師
不
足
の
問
題
、患
者

数
の
問
題
を
踏
ま
え
、経
営
状

況
に
つい
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

外
来
患
者
数
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、15
年
前
と
比
べ
る
と
半

減
し
て
い
る
状
況
で
す
。
一
方
、

入
院
患
者
は
目
標
水
準
の
90
人

に 

迫
る
ほ
ど
で
、収
益
の
84
％
を

入
院
収
益
が
占
め
て
お
り
、入
院

患
者
の
数
が
病
院
経
営
を
左
右

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

常
勤
医
や
薬
剤
師
の
確
保
に

は
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、医
療
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に
抑

え
た
り
、公
立
藤
岡
総
合
病
院

の
後
方
支
援
病
院
と
し
て
連
携

を
深
め
る
等
、病
院
運
営
に
対

す
る
努
力
を
行
って
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
が
安
心
で
き
る

地
域
医
療
の
提
供
を
望
み
た
い

で
す
。

　

令
和
２
年
10
月
の
市
の
発
表

で
は
、群
馬
大
学
循
環
器
内
科
の

権
威
で
あ
る
倉
林
教
授
が
、令

和
３
年
４
月
よ
り
鬼
石
病
院
に

毎
週
３
日
勤
務
さ
れ
、近
「々（
仮

称
）慢
性
期
循
環
器
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
情
報
活

用
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
や
、

一
人
一
人
の
個
性
に
合
わ
せ
た

個
別
最
適
化
さ
れ
た
教
育
の
実

現
を
目
的
に
、市
内
小
中
学
校

の
全
生
徒
に
１
人
１
台
の
端
末

を
整
備
す
る
計
画
の
こ
と
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、学
校
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
環
境
の
整
備
や
通
信
環
境
、

家
庭
に
お
け
る
遠
隔
学
習
環
境

の
整
備
等
の
利
活
用
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

通
信
環
境
に
つい
て
は
、光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
未
整
備
地
域
で
あ
る
、

日
野
、坂
原
地
区
、保
美
濃
山
の

一
部
の
整
備
を
、令
和
３
年
度

末
ま
で
の
完
了
を
目
指
す
と
の

こ
と
で
す
。ま
た
、家
庭
で
の
遠

隔
学
習
環
境
で
は
、９
割
以
上
の

世
帯
で
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ

て
お
り
、環
境
の
な
い
世
帯
に
つい

て
は
、Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
貸

し
出
し
を
行
う
考
え
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
は
、人

員
配
置
や
教
職
員
の
研
修
、デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
導
入
等
の
準
備

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
は
、い
じ
め

や
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い
こ
と

も
含
め
使
い
方
の
指
導
を
徹
底

し
、新
時
代
の
転
換
期
の
今
、行

政
と
議
会・学
校・保
護
者
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

市議会第１委員会室で概要説明

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
整
備
に

つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
整
備
に

つ
い
て
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